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１ はじめに 

 本委員会は、市民憲章を制定するにあたり、その案を協議検討するため平成２８年４月１

４日に設置されました。 

 委員会は、学識経験者、各種団体からの推薦による委員、公募による委員の１０名から成

り、全４回にわたる会議を重ね、市民からの文案募集及びパブリックコメントを経て、さぬ

き市市民憲章（案）を取りまとめました。 

 

２ 協議等の経過 

日付等 協議事項 

平成２８年４月１４日 

第１回さぬき市市民憲章策定委員会 

委嘱状交付 

委員長、副委員長の選出 

市民憲章策定要領について 

市民憲章文案募集について 

平成２８年５月２日～６月１０日 

市民憲章文案募集 

広報さぬき、市ホームページ、CATV文字放送 

平成２８年７月１３日 

第２回さぬき市市民憲章策定委員会 

市民憲章文案の検討について 

平成２８年９月７日 

第３回さぬき市市民憲章策定委員会 

市民憲章（素案）の作成について 

パブリックコメントについて 

平成２８年１０月１日～１１月１８日 

パブリックコメント募集 

広報さぬき、市ホームページ、CATV文字放送 

平成２８年１２月２１日 

第４回さぬき市市民憲章策定委員会 

市民憲章（案）について 

パブリックコメント提案意見の検討 

平成２９年１月１２日 

検討結果報告 

市長へ検討結果報告書を提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ さぬき市市民憲章（案） 

【前文】 

わたしたちさぬき市民は、多島美を誇る瀬戸内海沿岸部と讃岐山脈のすそ野に広がる田

園地帯などの美しい自然や伝統文化を守り、笑顔があふれるまちをめざし、ここに市民憲

章を定めます。 

 

【本文】 

めざそう   だれもがいきいきと暮らせるまちを 

まもろう   安全で安心な住みよいまちを 

ひろげよう  健全な心身と思いやりを 

きずこう   清潔で環境にやさしいまちを 

もりあげよう みんなが協働して新しいまちづくりを 

 

４ 市民憲章（案）の説明 

【前 文】 

 

 

 

 

 

 前文では、さぬき市の美しい自然や風景について、ふるさとの情景を思い描けるように表

現し、自然や伝統文化を守るとともに、「住みたいまち」、「住み続けたいまち」として、市民

みんなが助け合い笑顔のあふれるまちづくりを目指していくことを表しています。 

【本 文】 

 

 

 

少子高齢化や人口減少など社会環境が大きく変化する中にあって、地域社会の結びつきを

強くし、社会に貢献することに喜びと誇りを持ち、誰もが未来に希望を見出して暮らせるま

ちづくりを目指すものです。 

 

 

 

地域社会の連帯意識が薄れる中で、市民が相互に助け合い、犯罪や災害のない安全・安心

なまちづくりを目指していくことを表しています。 

 

 わたしたちさぬき市民は、多島美を誇る瀬戸内海沿岸部と讃岐山脈のすそ野に広がる

田園地帯などの美しい自然や伝統文化を守り、笑顔があふれるまちをめざし、ここに市

民憲章を定めます。 

 めざそう だれもがいきいきと暮らせるまちを 

 まもろう 安全で安心な住みよいまちを 



 

 

 

 思いやりと助け合いの心を持つことで、人と人との絆を育み、思いやりのある健全なまち

づくりを目指していくことを表しています。 

 

 

 

 美しく豊かな自然環境を守るため、環境保全への取組に努め、責任を持って次世代へ継承

していくことを表しています。 

 

 

 

市民一人ひとりが協働の意識を持って主体的にまちづくりに参画し、誰もが希望に満ちた

活力あるまちづくりをしていくことを表しています。 

 

 

５ むすび 

市民憲章は、市民一人ひとりがまちづくりに関わっていくための心構えや共通の目標とな

るものでありますので、制定後は市民が広く慣れ親しんでいただけるよう、積極的な啓発と

活用を要望するとともに、この市民憲章の理念に基づき、だれもが世代を超えてともに支え

あい、郷土愛を育むことで、住み良いまちづくりのきっかけになることを期待して結びとい

たします。 

 

 

 ひろげよう 健全な心身と思いやりを 

 きずこう 清潔で環境にやさしいまちを 

 もりあげよう みんなが協働して新しいまちづくりを 


